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発
行
に
あ
た
っ
て

四
憐
畷
に
は
、
豊
か
な
緑
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
土
の
中
に
は
貴

重
な
文
化
財

(
先
人
の
遺
産
)
が
限
り
な
く
埋
蔵
さ
れ
て
お
り
、

一
筋
の

農
道
に
も
長
い
歴
史
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す。

『
ロ
l
マ
は
、

一
日
に
し
て
成
ら
ず
』

私
達
の
四
憐
畷
も
、
数
千
年
に
わ

た
る
先
人
の
努
力
に
よ
っ
て
築
か
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
跡
は
、
市
内
の

各
所
に
残
さ
れ
て
お
り
、
最
近
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
さ
ら
に
明
ら
か
に

な
っ
て
参
り
ま
し
た
。

私
達
は
こ
の
恵
ま
れ
た
歴
史
と
伝
統
を
受
け
継
い
で
い
ま
す
が
、

今
ま

で
以
上
に
|
豊
か
な
伝
統
を
守
り
、
新
し
い
文
化
を
育
て
る
l
町
。
つ
く
り

を
し
て
次
代
に
伝
え
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
「
ふ
る
さ
と
四
憐
畷
」
と
し
て
、
改
め
て
先
人
の
跡
を

見
直
し
て
頂
く
こ
と
も
、
大
き
な
意
義
が
あ
る
と
考
え
、
市
内
に
所
在
す

る
遺
跡
や
石
造
物
等
の
文
化
財
の
あ
ら
ま
し
を
、
わ
か
り
や
す
い
解
説
と

写
真
を
中
心
に
し
て
こ
の
小
冊
子
を
発
行
い
た
し
ま
し
た
。

本
冊
乙
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
凶
憐
畷
を
芳
二
の
政
郷
と
し
て
愛
し
て

四
候
畷
市
長

本

稔

フに
本木

博
先
生
の
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。
厚
く
感

謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
こ
の
小
冊
子
が
四
憐
畷
を
理
解
し
て
頂
く
よ

す
が
に
な
り
、
文
化
財
愛
護
と
認
識
を
深
め
て
頂
く

一
助
に
な
れ
ば
幸
い

で
す
。

お
ら
れ
る
郷
土
史
家
山
口
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世

、

遺
跡
の
あ
ら
ま
し

(
I
)
 

発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
状
況
が
あ
る
程
度
確
認
さ
れ
た
遺
跡

岡

山

遺

跡

さ
(
ん
)
ら

岡
山
地
区
の
新
池
の
東
南
か
ら
新
池
を
囲
む
よ
う
に
北
側
の
讃
良
川

を
越
え
て
、
寝
屋
川
市
域
に
及
ぶ
広
範
囲
の
遺
跡
で
、
讃
良
川
床
遺
跡

(
旧
石
器
時
代
の
遺
物
出
土
)
、
更
良
岡
山
古
墳
群
(
古
墳
の
遺
構
や
縄
文

時
代
の
土
器
類
が
出
土
)
、
讃
良
寺
跡

(
白
鳳
期
の
寺
院
跡
)
を
含
む
、
江

磨製石斧

更良岡山古墳群出土 高杯

讃良川床遺跡出土

戸
時
代
ま
で
の
遺
跡
で
す
。

現
在
ま
で
の
調
査
で
、
部
分
的
で
は
あ
り
ま
す
が
、
集
落
跡
・

寺
院

跡
・
讃
良
川
護
岸

(昔
は
現
在
よ
り
南
を
流
れ
て
い
た
)
等
の
遺
構
が
検

出
さ
れ
ま
し
た
。

せ

き

ぞ

く

せ

き

す

い

遺
物
と
し
て
は
、
石
倣
・
石
錘
・

石
斧
・
石
皿
・
深
鉢
型
土
器
等
の
生

活
用
具
や
奈
良
県
の
川
原
寺
と
同
じ
様
式
の
軒
丸
瓦
が
出
土
し
て
お
り
、

ま
た
祭
杷
用
具
も
出
土
し
た
こ
と
か
ら
、
近
畿
地
方
に
お
け
る
縄
文
文
化

研
究
上
極
め
て
重
要
な
遺
跡
で
あ
る
と
と
も
に
、
古
代
寺
院
研
究
に
つ
い

て
も
、
貴
重
な
遺
跡
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

軒丸瓦讃良寺跡出土



す
な

2
骨
砂

た
m
M

口比

国
道

一
七

O
号
(
外
環
状
線
)
と
讃
良
川
が
交
叉
す
る
附
近
か
ら
南
東

方
向
砂
地
区
の
集
落
へ
か
け
て
の
地
域
に
所
在
す
る
、
縄
文
時
代
か
ら
江

戸
時
代
に
及
ぶ
遺
跡
で
、
大
阪
府
立
四
条
畷
北
高
校
建
設
に
伴
う
調
査
で

発
見
さ
れ
ま
し
た
。

、E包

1息

主
な
遺
構
と
し
て
は
、
縄
文
時
代
の
河
川
跡
、
古
墳
時
代
の
土
坑
・
掘

立
柱
建
物
跡
、
各
時
代
の
河
川
跡
・
建
物
跡
等
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
遺
物
と
し
て
は
縄
文
時
代
の
土
器
棺
・
深
鉢
・
石
器
、
古
墳
時
代

す

え

き

は

じ

き

は

に

わ

の
須
恵
器
・
土
師
器
・
埴
輪
片
、
中
世
の
瓦
器
、
江
戸
時
代
の
「
南
田
原

ま
げ
も
の

村
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
板
材
・
曲
物
等
が
出
土
し
ま
し
た
。
出
土
遺
物

τ垂=

~ 

砂遺跡出土
τ三=

宝E

砂遺跡出土

か
ら
み
て
、
こ
の
遺
跡
の
約

一
粁
東
に
所
在
す
る
讃
良
川
周
辺
の
遺
跡
と

の
関
連
性
に
つ
い
て
、
今
後
の
研
究
が
待
た
れ
る
遺
跡
で
す
。

-2-



3

奈
良
田
遺
跡

岡
山

一
丁
目
の
南
西
地
域
に
所
在
す
る
古
墳
時
代
の
遺
跡
で
、
都
市
計

画
街
路
忍
ヶ
丘
砂
線
新
設
工
事
に
関
連
し
た
調
査
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
遺
構
と
し
て
は
、
掘
立
柱
建
物
跡
(
二
間
×
三
間
二
棟、

二
間
×

二
間
三
棟
)
・
落
ち
込
み
状
遺
構
(
長
さ
約

一
O
M
、
巾
約
三
日
日
、
深
さ

約

一
M
)
・
井
戸
(
直
径
約
一
、
七
灯
、
深
さ
約

O
、
七

M
)
が
検
出
さ

れ
ま
し
た
が
、
こ
の
井
戸
の
中
に
、

一
辺

O
、
六
日
以
の
檎
材
で
枠
組
み
し

た
方
形
の
井
戸
が
ほ
ぼ
完
全
な
形
で
残
っ
て
い
ま
し
た
。
主
な
遺
物
と
し

か

め

は

ぞ

う

う

す

だ

ま

て
は
、
井
戸
の
底
か
ら
土
師
器
壷
・
護
・
須
恵
器
壷
・
肱
・
滑
石
製
臼
玉

等
が
出
土
し
ま
し
た
。

τ三=

~ 

奈良田遺跡出土
Z三=

宝Z

奈良田遺跡出土

坪

井

遺

跡

J
R
忍
ヶ
丘
駅
北
側
の

J
R
線
路
沿
い
に
所
在
す
る
鎌
倉
時
代
末
か
ら

室
町
時
代
初
期
の
遺
跡
で
、

J
R
学
研
都
市
線
の
複
線
・

高
架
化
工
事
に

伴
う
調
査
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

4 主
な
遺
構
と
し
て
は
、
集
落
跡
・
井
戸

・
溝
等
が
検
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
特
に
井
戸
は
素
掘
り
の
外
に
石
積
み
の
下
段
に
桧
板
の
曲
物
を
四
段

に
積
上
げ
た
も
の
等
あ
わ
せ
て
七
基
あ
り
ま
し
た
。

主
な
遺
物
と
し
て
は
、
灯
明
皿
・
羽
釜

・
大
壷

・
下
駄
・
砧
・
木
簡
等

ぼ
う
す
い
し
や

や
、
弥
生
時
代
の
紡
錘
車

・
土
錘
、
古
墳
時
代
中
期
の
円
筒
埴
輪
の
破
片

も
多
量
に
出
土
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
み
て
、
こ
の
附
近
に
は
過
去

皿

- 3-
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坪井遺跡出土

坪井遺跡出土

~ 



に
古
墳
が
築
造
さ
れ
て
い
た
が
、
古
墳
消
滅
後
庶
民
の
生
活
の
場
に
な
っ

た
も
の
で
、
当
地
域
の
移
り
変
わ
り
を
知
る
上
で
貴
重
な
遺
跡
で
す
。

5 

忍
ヶ
丘
駅
前
遺
跡

J
R
学
研
都
市
線
忍
ヶ
丘
駅
を
中
心
と
し
た
、
南
北
約
二
五

O
M
の
範

囲
に
所
在
す
る
遺
跡
で
、
学
研
都
市
線
の
複
線
・
高
架
化
工
事
や
駅
前
整

備
事
業
等
に
伴
う
調
査
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
も
周
辺
を
調
査
中
で

す
が
、
古
墳
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
及
ぶ
遺
跡
で
す
。

犬形埴輪忍ヶ丘駅前遺跡出土

現
在
ま
で
の
調
査
で
は
、
掘
立
柱
建
物
跡
・
井
戸
(
素
掘
り
、
石
組
、

桧
製
即
断
物
を
積
上
げ
た
も
の
、
石
組
の
下
に
此
慨
を
組
合
わ
せ
た
も
の
)

等
の
室
町
時
代
初
期
の
遺
構
が
多
数
発
見
さ
れ
、
ま
た
、
人
物
埴
輪
・
犬

形
埴
輪
・
土
師
質
皿
・
滑
石
製
石
鍋
・
薦
編
具
・
草
履
状
木
製
品
・
墨

書
さ
れ
た
呪
術
木
簡
等
の
遺
物
が
出
土
し
、
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
の
住

居
跡
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

人物埴輪

-4-
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家形埴輪岡山南遺跡出土

主
な
遺
物
と
し
て
は
、
石
鎌
や
、

か

め

た

か

っ

き

深
鉢
・
護
・
壷
・
高
杯
等
の
土
器
、

近
隣
で
は
始
め
て
の
切
妻
造
家
形
埴

か

つ

お

ぎ

輪
(
五
本
の
堅
魚
木
が
あ
る
)
の
ほ

き
ぬ
が
さ

か
、
朝
顔
形
、
円
筒
、
衣
蓋
形
等
の

埴
輪
類
や
、
方
形
板
枠
井
戸
の
底
か

ら
黒
色
土
器
(
外
面
底
部
に
墨
書
さ

れ
た
も
の
が
あ
る
)
・
木
製
の
左
足

聾岡山南遺跡出土

用
下
駄
(
日
本
最
古
と
も
い
わ
れ
て

い
る
)
等
が
出
土
し
ま
し
た
。

み

な

み

さ

げ

南
山
下
遺
跡

J
R
忍
ヶ
丘
駅
南
側
の
線
路
沿
い
に
所
在
す
る
、
古
墳
時
代
か
ら
江
戸

時
代
に
か
け
て
の
遺
跡
で
、

J
R
学
研
都
市
線
の
複
線
・
高
架
化
工
事
に

伴
う
調
査
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
遺
構
と
し
て
は
、
古
墳
時
代
中
期

1
後
期
の
大
溝
、
鎌
倉
時
代
の

曲
物
の
板
枠
井
戸
、
室
町
時
代
の
瓦
を
使
っ
た
井
戸
等
が
検
出
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
瓦
を
使
っ
た
井
戸
の
下
に
は
板
枠
が
あ
り
、
こ
の
板
に
三
種
類

の
焼
印
が
押
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
井
戸
は
中
世
の
井
戸
型
式
研

究
上
の
貴
重
な
資
料
と
な
る
も
の
で
す
。

7 

主
な
遺
物
と
し
て
は
、
土
師
器

か

め

た

か

っ

き

は

ぞ

う

輪

の
壷
・
窪
・
高
杯
・
地
、
須
恵
器

開
の
高
郎
等
の
多
量
の
土
器
類
と
と

馬
も
に
、
馬
形
埴
輪
・
円
筒
埴
輪
が

此
出
土
し
ま
し
た
。

湖
特
に
、
馬
形
埴
輪
は
欠
落
部
分

肝
が
少
な
く
て
、
府
下
で
出
土
し
た

南
う
ち
で
は
、

一
番
原
形
を
保
っ
て

い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

- 5-
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岡
山
南
遺
跡

J
R
忍
ヶ
丘
駅
南
東
の
府
道
枚
方
富
田
林
泉
佐
野
線
バ
イ
パ
ス
道
路
沿

い
に
所
在
す
る
旧
石
器
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
の
遺
跡
で
、
バ
イ

パ
ス
道
路
新
設
工
事
に
伴
う
調
査
で

発
見
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
遺
構
と
し
て
は
、
竪
穴
式
住

居
跡
・
掘
立
柱
建
物
跡
・
方
形
板
枠

井
戸

・
大
溝
等
が
検
出
さ
れ
ま
し

た。



8
'
奈
良
井
遺
跡

市
立
総
合
セ
ン
タ
ー
附
近
か
ら
J
R
学
研
都
市
線
西
側
の
地
域
に
所
在

す
る
古
墳
時
代
中
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
及
ぶ
遺
跡
で
、
学
研
都
市
線
の
複

線
・
高
架
化
工
事
、
市
立
総
合
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
遺
構
と
し
て
は
、
掘
立
柱
建
物
跡
・
溝
・
井
戸
・
祭
杷
場
跡
が
検
出
さ

れ
ま
し
た
が
、
特
に
総
合
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
で
検
出
さ
れ
た
祭
杷
場
跡
は
、

一
辺
約
四
五
れ
、
最
大
幅
約
五
川
町
、
深
さ
約

一
1
7
五
れ
の
溝
で
周
り
を

囲
ん
だ
遺
構
で
、
溝
の
な
か
に
、
馬
歯
・
馬
骨
あ
わ
せ
て
六
頭
分
以
上
が
埋

葬
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
他
土
師
器
や
須
恵
器
の
土
器
類
と
と
も
に
、
手

っ

く

ひ

と

が

た

担
ね
土
器
・
人
形
、
動
物
形
土
製
品
・
管
玉
・
勾
玉
等
が
出
土
し
ま
し
た
。

手担ね土器・人形、動物形土製品

奈良井遺跡出土 =企=
宝E

奈良井遺跡出土

中

野

遺

跡

国
道

一
六
三
号
沿
い
の
中
野
地
区
を
中
心
と
し
た
広
範
囲
の
遺
跡
で
、

各
種
の
開
発
事
業
に
伴
う
発
掘
調
査

で
、
発
見
さ
れ
た
古
墳
時
代
か
ら
室

町
時
代
に
か
け
て
の
遺
跡
で
す
。

主
な
遺
構
と
し
て
は
、
掘
立
柱
建

物
跡
・
竪
穴
式
住
居
跡
・
柵
跡
・

溝

跡
・
井
戸
跡
(
曲
物
井
戸
・
石
組
井

戸
・
石
組
+
樽
形
等
)
等
が
検
出
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、

主
な
遺
物
と
し

て
は
、
木
製
品
(
舟
型
、
鳥
型
)

馬
歯
・
製
塩
土
器
・
韓
式
系
土
器
・

ガ
ラ
ス
玉
(
赤
、
緑
、
黄
、
黒
)
三

O
点
・
滑
石
製
臼
玉
二
二

品

O
O個
・
勾
玉
等
が
出
土

鳩
し
て
お
り
、

一
0
0
0年

間
以
上
に
及
ぶ
人
々
の
生
活

の
跡
が
残
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

9 

高杯中野遺跡出土

6 -

中野遺跡出土



叩

雁

屋

遺

跡

雁
屋
地
区
か
ら
江
瀬
美
町
に
か
け
て
の
地
域
に
所
在
す
る
弥
生
時
代
の

て
っ
せ
い
か
い

遺
跡
で
、
道
路
公
団
職
員
宿
舎
・
畷
生
会
病
院
・
府
立
四
僚
畷
高
校
校
舎

増
築
工
事
や
下
水
道
管
埋
設
工
事
に
伴
う
調
査
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
遺
構
と
し
て
は
、
方
形
周
溝
墓
が
七
基
(
畷
生
会
病
院
敷
地
内
で

四
基
、
四
篠
畷
高
校
敷
地
内
で
三
基
)
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
遺
物
と
し
て
は
、
畷
生
会
病
院
敷
地
内
か
ら
木
棺
二
一

基
・
土
器

棺

一
基
が
出
土
し
ま
し
た
が
、
こ
の
う
ち
コ
ウ
ヤ
マ
キ
材
を
使
用
し
た
四

基
の
棺
は
ほ
と
ん
ど
原
形
で
出
土
し
ま
し
た
。
ま
た
、
カ
ヤ
材
を
使
用
し

た
棺
も
出
土
し
ま
し
た
が
こ
れ
は
全
国
で
も
数
の
す
く
な
い
出
土
品
と
い

水差し形土器

雁屋遺跡出土
=まZ

~ 

雁屋遺跡出土

わ
れ
て
い
ま
す
。
周
溝
内
か
ら
は
、
木
製
四
脚
容
器

(
一
木
を
く
り
ぬ
い

す
き

た
も
の
)
・
木
製
鋤
・
朱
塗
壷
等
当
時
の
様
子
を
偲
ば
せ
る
貴
重
な
資
料

が
出
土
し
ま
し
た
。

又
、
棺
と
と
も
に
人
骨
も
出
土
し
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち
六
体
は
全
身

の
骨
格
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

木製四脚容器

-7-
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什
世
清
滝
古
墳
群

清
滝
地
区
の
西
北
に
所
在
す
る
古
墳
時
代
を
中
心
に
室
町
時
代
に
及
ぶ

遺
跡
で
、
第
二
清
滝
川
開
削
工
事
に
伴
う
調
査
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

か
め

主
な
遺
構
と
し
て
は
、
円
墳
二
基
・
大
溝
・
窪
棺
墓
・
板
枠
井
戸
・
掘

立
柱
建
物
跡
等
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
円
墳
は
奈
良
時
代
の
寺
院
建
立

の
た
め
、
削
平
さ
れ
て
お
り
、
主
体
部
を
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

主
な
遺
物
と
し
て
は
、
古
墳
周
溝
附
近
か
ら
、
石
鎌
・
ナ
イ
フ
形
石

た

た

い

し

た

か

っ

き

よ

こ

ベ

は

ぞ

う

器
・
石
斧
・
叩
石
等
の
石
器
類
・
高
杯
・
横
笠
・
同
地
・
長
頚
壷
・
短
頚

壷
・
器
台
・
黒
色
土
器
等
の
土
器
類
が
多
量
に
出
土
し
ま
し
た
。
ま
た
、

馬
歯
一
頭
分
が
出
土
し
ま
し
た
が
、
本
遺
跡
の
西
に
所
在
す
る
奈
良
井
遺

横金

清滝古墳群出土 魁

清滝古墳群出土

跡
の
祭
紀
場
跡
か
ら
出
土
し
た
「
馬
歯
・
馬
骨
」
と
、
時
代
か
ら
み
て
関

連
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
古
代
の
馬
飼
集
団
の
存
在
を
裏
付
け
す
る
資

料
で
す
。

8 -



刊は
事
正

法

寺

跡

清
滝
地
区
の
西
側
に
所
在
す
る
古
寺
院
の
跡
で
、
跡
地
と
推
定
さ
れ
る

区
域
に
「
正
法
寺
」
と
い
う
小
字
名
も
残
っ
て
い
ま
す
。
正
法
寺
の
創
建

年
代
に
つ
い
て
は
、
数
回
に
わ
た
る
発
掘
調
査
の
結
果
、
西
暦
六
四
二
年

か
ら
六
七

O
年
ご
ろ
の
間
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

寺
の
規
模
は
記
録
が
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
不
明
で
す
が
、
遺
構
や
出

土
遺
物
か
ら
約

一
万
五
六
六

O
平
方

M
(東
西
約

一
O
八
日
以
・
南
北
約
一

四
五

M
)
の
敷
地
内
に
、
中
門
・
東
塔
・
西
塔
・
金
堂
・
講
堂
等
が
建
て

ら
れ
て
い
た
壮
大
な
寺
院
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

度
々
の
戦
乱
で
被
災
し
た
た
め
衰
退
し
、
江
戸
時
代
(
西
暦

一
六
二
二
年
)

軒丸瓦

正法寺跡出土 水瓶

正法寺跡出土

に
現
正
法
寺
(
中
野
地
区
)
に
移
っ
て
、
今
日
に
至

っ
て
お
り
ま
す
。

- 9 



日
世
上
清
滝
遺
跡

上
清
滝
地
区
一
帯
に
広
が
る
鎌
倉
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
の
遺

跡
で
、
国
道

一
六
三
号
改
修
工
事
に

伴
う
調
査
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
遺
構
と
し
て
は
、
掘
立
柱
建

物
跡
・
溝
・
井
戸
・
落
ち
込
み
状
遺

構
・
池
跡
(
埋
没
し
た
為
放
棄
さ
れ

た
?
)
等
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
遺
物
と
し
て
は
、
土
師
質
小

が

き

わ

ん

皿
・
瓦
器
碗
・
平
瓦
・
軒
丸
瓦
や
、

聖
観
音
像
・
木
簡
・
樋
管
(
上
樋
、

下
樋
)
・
下
駄
・
多
量
の
箸
等
が
出

土
し
ま
し
た
。
出
土
品
の
う
ち
、
聖

下駄上清滝遺跡出土

観
音
像
は
小
型
(
高

色
本備

さ
約

一
二
拘
ン
)
で
す

鰹
が
厚
さ
約
一
、
五
拘
ン

木
の
木
の
片
面
に
全
身

此
の
正
面
が
刻
ま
れ
て

蹴
お
り
全
国
的
に
み
て

繭
も
数
少
な
い
貴
重
な

上
も
の
で
、
し
か
も
二

体
出
土
し
て
お
り
、
同
時
に
出
土
し
た
木
簡
に
も
観
音
信
仰
を
表
は
す
文

字
が
墨
書
き
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
当
地
域
に
お
け
る
寺
院
や
信
仰
に
つ
い

て
の
重
要
な
遺
跡
で
す
。

- 10-



uf
長

谷

遺

跡

逢
阪
地
区
の
砂
溜
池
(
室
池
と
総
称
さ
れ
て
い
る
池
の

一
つ
)
北
側
近

く
に
所
在
す
る
、
奈
良
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
の
遺
跡
で
ア
イ
・

ア
イ
・
ラ
ン
ド
建
設
に
伴
う
調
査
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
遺
構
と
し
て
は
、
窯
跡
・
石
組
遺
構
・
道
路
跡
・
堀
り
切
り
等
が

検
出
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
遺
物
と
し
て
は
、
石
鎌
(
縄
文
時
代
)

須
恵
器
・
土
師
器
等
が

出
土
し
ま
し
た
。

遺
跡
の
西
、
南
に
隣
接
す
る
地
域
は
、
古
来
か
ら
「
ダ
ン
ゴ
石
」
と
呼

ば
れ
て
お
り
、
自
然
石
を
並
べ
た
祭
杷
場
跡
と
考
え
ら
れ
る
場
所
が
三
か

所
あ
り
、
古
代
信
仰
に
何
ら
か
の
係
り
が
あ
る
地
域
と
も
思
わ
れ
ま
す

し
、
史
書
に
あ
る
氷
室
と
の
関
係
も
推
測
さ
れ
る
遺
跡
で
す
。

壷長谷遺跡出土

た
き

で
ら

日

滝

寺

遺

跡

下
田
原
地
区
の
、
国
道

一
六
三
号
と
市
道
辰
見
谷
線
の
交
叉
点
に
近
い

ず
ん
と
う

角
堂
橋
附
近
か
ら
西
南
方
向
の
地
域

一
帯
に
所
在
す
る
遺
跡
で
、
住
宅
都

市
整
備
公
団
施
行
の
開
発
事
業
に
伴
う
調
査
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
遺
跡
か
ら
は
、
縄
文
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
の
遺
構
が
検
出
さ

れ
て
お
り
、
旧
石
器
時
代
の
細
石
器
や
、
縄
文
時
代
早
期
の
「
押
型
文
」

「
山
型
文
」
等
の
土
器
類
が
出
土
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
み
て
も
、
今

か
ら

一
万
年
以
上
も
前
か
ら
田
原
地
区
に
道
具
を
使
う
人
が
住
ん
で
い
た

事
が
明
ら
か
に
な
っ
た
貴
重
な
遺
跡
で
す
。

壷

11 

押型文土器

羽釜滝寺遺跡出土

長谷遺跡出土

滝寺遺跡出土



m，
八
ノ
坪
遺
跡
(
含
田
原
城
跡
)

上
田
原
地
区
の
田
原
城
跡
附
近
に
所
在
す
る
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代

の
遺
跡
で
、
住
宅
都
市
整
備
公
団
施
行
の
開
発
事
業
に
伴
う
調
査
で
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

主
な
遺
構
と
し
て
は
、
濠
跡
・
窯
跡
・
石
組
井
戸
等
が
検
出
さ
れ
ま
し

た。
主
な
遺
物
と
し
て
は
、
一
文
銭
(
寛
永
通
宝
|

一
六
八
八
年
|
)

き

せ

る

煙
管
の
吸
い
口
・
す
り
鉢
等
が
出
土
し
ま
し
た
。

こ
の
附
近
は
、
戦
国
時
代
田
原
対
馬
守
が
城
主
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
城
跡
で
、
文
献
史
料
が
な

い
た
め
詳
し
い
事
は
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
「
城
下
・
門
口
・
矢
の

石
・
土
居
の
内
」
等
の
城
に
関
連

金目香
す
る
地
名
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

-12 -

八ノ坪遺跡出土



世

、

遺
跡
の
あ
ら
ま
し

ア

き

た

ぐ

ち

北

口

遺

跡

(
E
)
 

調
査
範
囲
が
小
規
模
で
あ
っ
た
り
未
調
査
の
た
め
、
状
況
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
遺
跡

岡
山
地
区
の
西
側
に
所
在
す
る
古
墳
時
代
の
遺
跡
で
、
溝
や
落
ち
込
み

状
遺
構
を
検
出
し
た
ほ
か
、
須
恵
器
・
土
師
器
が
出
土
し
ま
し
た
。

イ

讃

良

郡

条

里

遺

構

器
古
代
の
農
地
の
区
画
方
式
を
条

位
里
制
と
い
い
、
六
町
四
方
(
約

O
、

韓
四
二
平
方
媛
)
を
南
北
の
区
切
り

土蹴
線
を
条
、
東
西
の
区
切
り
線
を
里

鳩
と
し
て
、

一
一
干
六
等
分
す
る
方
式

戦
で
、
砂
地
区
の
西
側
全
域
に
そ
の

馴
跡
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

僚四

ウ

四
僚
畷
小
学
校
内
遺
跡

四
篠
畷
小
学
校
校
舎
増
築
工
事

の
際
発
見
さ
れ
た
、
古
墳
時
代
後
期
ご
ろ
の
遺
跡
で
、
住
居
祉
で
は
な
い

か
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
須
恵
器
・
土
師
器
の
包
含
層
が
認
め
ら
れ
ま

し
た
が
、
プ
ー
ル
建
設
工
事
で
出
土
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
壷
は
、
韓

式
土
器
と
呼
ば
れ
る
朝
鮮
半
島
か
ら
直
接
渡
来
し
た
も
の
で
す
。

エ

墓
ノ
堂
古
墳

-13 -

中
野
地
区
の
、
旧
東
高
野
街
道
沿
い
に
あ
る
南
野
・
中
野
共
同
墓
地
が

後
円
部
と
考
え
ら
れ
て
い
る
古
墳
時
代
中
期
に
築
造
さ
れ
た
前
方
後
円
墳

で
す
。

前
方
部
は
、
東
側
の
府
道
附
近
ま
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
東
西
約
一

二
O
M
の
大
き
な
古
墳
で
す
が
、

早
い
時
期
か
ら
削
平
さ
れ
た
ら
し
く
、

そ
の
形
態
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

オ

南
野
米
崎
遺
跡

J
R
学
研
都
市
線
沿
い
の
米
崎
及
び
塚
脇
地
区
に
所
在
す
る
古
墳
時
代

の
遺
跡
で
、
宅
地
開
発
に
伴
う
調
査
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

............... 



寸
;
;

主
な
遺
構
と
し
て
は
、
掘
立
柱
建
物
跡
・
大
溝
・
木
棺
直
葬
墓
等
が
検

出
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
遺
物
と
し
て
は
、
製
塩
土
器
・
甑
・
馬
歯
・
滑
石
製
臼
玉
等
が
出
土

し
ま
し
た
。

カ

こ

ま

い

け

ぽ

っ

ぽ

う

木
間
池
北
方
遺
跡

南
野
地
区
の
四
傍
畷
南
中
学
校
東
北
附
近
に
所
在
す
る
古
墳
時
代
と
鎌

倉
時
代
の
遺
跡
で
落
ち
込
み
状
遺
構
を
検
出
し
た
ほ
か
、
須
恵
器
・
土
師

器
・
瓦
器
碗
・
土
師
質
小
皿
等
が
出
土
し
ま
し
た
。

キ

近

世

墓

地

南
野
地
区
の
住
吉
平
田
神
社
北
側
の
山
腹
に
所
在
し
て
い
る
江
戸
時
代

の
墓
地
跡
で
、
墓
石
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

ク

飯
盛
(
山
)
城
跡

南
野
地
区
か
ら
大
東
市
域
に
及
ぶ
飯
盛
山
の
山
頂
附
近
か
ら
北
の
屋
根

に
か
け
て
築
か
れ
て
い
た
城
跡
で
、
戦
国
時
代
に
近
畿
一
円
を
支
配
し

み
よ
し
な
が
よ
し

た
、
三
好
長
慶
の
居
城
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
時
の
状
況
を
伝
え

る
文
献
が
な
い
た
め
詳
し
い
事
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
地
形
や
現
存
す
る

石
垣
・
切
り
堀
等
か
ら
み
て
、
堅
固
な
山
城
で
あ
っ
た
事
が
想
像
で
き
ま

す。

ケ

城;
遺

跡

清
滝
地
区
に
あ
る
上
水
道
清
滝
浄
水
場
の
北
側
附
近
に
所
在
す
る
古
墳

時
代
と
鎌
倉
時
代
・
室
町
時
代
の
遺
跡
で
調
査
の
結
果
、
溝
や
掘
立
柱
建

物
跡
を
検
出
、
須
恵
器
・
土
師
器
・
土
師
質
皿
等
が
出
土
し
ま
し
た
。

コ

間
中
神
社
遺
跡

清
滝
地
区
の
国
中
神
社
(
延
喜
式
神
名
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
一

0
0

0
年
以
上
の
歴
史
の
あ
る
古
社
で
、
く
な
か
神
社
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
)

境
内
に
所
在
す
る
鎌
倉
時
代
の
遺
跡
で
、
瓦
器
摘
・
土
師
質
阻
等
が
出
土

し
ま
し
た
。

~14~ 

な
お
、
参
道
入
口
に
あ
る
凝
灰
岩
の
板
碑
は
、
家
型
石
棺
の
蓋
で
、
旧

正
法
寺
跡
附
近
の
小
字
名
「
双
子
塚
し
と
呼
ば
れ
る
地
域
か
ら
出
土
し
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

サ

大主

上2
遺

跡

清
滝
地
区
の
四
候
畷
小
学
校
東
側
附
近
に
所
在
す
る
古
墳
時
代
と
鎌
倉

時
代
の
遺
跡
で
、
須
恵
器
・
土
師
器
・
瓦
器
・
土
師
質
小
皿
等
が
出
土
し

土仇
7
し
↑
ん
。



ン

せ
ん
じ
よ
う
じ
き

千
畳
敷
遺
跡

岡
山
地
区
の
東
側
山
間
部
に
所
在
し
て
い
た
、
鎌
倉
時
代
末
か
ら
室
町

時
代
頃
の
山
岳
寺
院
跡
で
、
山
の
尾
根
を
三
段
に
整
地
し
、
自
然
石
を

使
っ
て
平
坦
地
が
造
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
後
の
土
砂
採
集
の
た
め
、
消
滅
し
ま
し
た
。

ス

逢

阪

遺

跡

逢
阪
地
区
の
国
道
一
六
三
号
沿
い
に
所
在
す
る
遺
跡
で
、
自
然
の
山
の

側
面
に
露
出
し
た
大
き
な
岩
二
箇
か
ら
な
り
、
古
代
信
仰
の
対
象
と
な
っ

た
場
所
と
考
え
ら
れ
、
室
町
時
代
以
後
に
石
仏
を
岩
の
間
に
安
置
し
て
、

新
た
に
信
仰
の
対
象
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

附
近
に
弥
生
式
土
器
片
が
、
散
布
し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

セ

し

ん

ぶ

く

森

福

寺

跡

森
福
寺
は
上
田
原
地
区
に
所
在
し
て
い
た
平
安
時
代
(
?
)
の
寺
院
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
詳
し
い
事
は
不
明
で
す
。
現
在
、
上
田
原
に
所

在
し
て
い
る
正
侍
寺
内
の
薬
師
如
来
立
像
(
鎌
倉
時
代
初
期
の
作
?
)
が

森
福
寺
か
ら
伝
ら
れ
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ソ

竜

間

遺

跡

南
野
地
区
及
び
上
田
原
地
区
と
大
東
市
竜
問
地
区
が
接
す
る
山
間
部
に

所
在
す
る
弥
生
時
代
の
遺
跡
で
、
周
辺
の
開
発
で
発
見
さ
れ
、
弥
生
式
土

器
・
聾
・
壷
等
が
出
土
し
ま
し
た
。
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.治

一一一、

残
さ
れ
て
い
る
歴
史
の
あ
と

南

野

区

地

愛
宕
大
神
常
夜
灯
と
弘
法
大
師
堂

愛
宕
山
は
京
都
北
西
端
に
あ
り
、
比
叡
山
と
相
対
し
て
標
高
九
二
四

ひ
ぷ
せ

が
、
火
防
の
神
と
し
て
愛
宕
神
社
常
夜
灯
が
鎮
座
す
る
。

二
丁
通
が
大
火

に
擢
っ
た
時
、
ム
ラ
人
が
建
立
し
た
と
言
う
。
角
柱
の
上
に
火
袋
と
屋
根
、

高
さ

2
M。
角
柱
に
「
愛
宕
大
神
」
と
記
す
所
か
ら
見
て
、
明
治
初
年
の

建
。
江
戸
期
な
ら
、
愛
宕
大
権
現
と
記
す
は
ず
で
あ
る
。

大
師
堂
の
始

ま
り
は
明
ら
か

で
は
な
い
が
、

二
丁
通
が
開
拓

さ
れ
た
の
は
貞

享
年
間
(
一
六

八

0
年
代
)
、

そ
れ
か
ら
間
も

な
く
の
建
立
で
は
あ
る
ま
い
か
。
地
域
人
の
信
仰
は
厚
く
、
新
し
い
供
花

と
香
華
の
祈
り
が
続
い
て
い
る
。

2 

道5

祖そ

神え

ム
ラ
の
入

発うの遮2防あ日
午 O 音 (J) (.、、つ

子舜:長神宮て十
るイT~， でがの病字
と病再あ本神魔路
、がu ろ来 ・をに

- 16 -

村
の
入
口
に
小
石
を
積
み
重
ね
る
地
方
も
あ
る
。
当
市
で
は
塚
脇
に
の
み

「
道
祖
神
」
と
掲
額
し
た
桐
堂
が
見
ら
れ
る
。
関
西
の
道
祖
神
は
、
自
然
石

を
杷
る
の
が

一
般
的
と
い
わ
れ
る
が
、
信
州
地
方
に
行
く
と
、
男
女
の
双

体
神
像
が
各
地
に
見
ら
れ
る
。
男
女
連
れ
に
は
、
病
魔
も
恥
ず
か
し
く
て

近
寄
れ
な
い
、
と
の
人
間
の
知
慧
が
生
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
村
の
入
口

に
立
て
ら
れ
る
た
め
、
道
案
内
の
神
と
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。



3
骨
南
野
十
三
仏

人
間
は
死
後

三
三
年
を
経
て

祖
先
神
に
な
る

と
い
う
。
初
七

日
よ
り
七
・
七

供

養

の

七

回

と
、
百
ヶ
日
・

一
周
忌
・

三
年

忌
・
七
年
忌
・
十
三
年
忌
・

三
十
三
年
忌
法
要
で
成
仏
し
、
祖
先
神
と
な

る
と
い
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
要
に
十
三
の
如
来
・
菩
薩
を
配
す
る
。
当

市
に
は
七
基
あ
っ
て
、
生
前
に
自
分
の
供
養
を
営
む
逆
修
仏
で
あ
る
。
南

み

ろ
く

じ

野
十
三
仏
は
現
在
の
南
野
二
丁
目
、
弥
勅
寺
の
裏
側
道
筋
に
杷
ら
れ
る
。

権
現
川
に
沿
う
御
机
神
社
、
住
吉
平
田
神
社
へ
至
る
中
津
川
・
畑
・
滝
の

主
街
道
に
位
置
す
る
。
「
路
傍
の
地
蔵
菩
薩
が
数
体
、
そ
の
東
隣
の
嗣
堂
が

大
師
堂
、
そ
の
東
隣
が
十
三
仏
嗣
堂
で
あ
る
」
。
こ
の
十
三
仏
を
「
南
野
十

三
仏
」
と
名
付
け
た
の
は
、
戦
前
の
大
阪
史
学
界
の
重
鎮
た
る
平
尾
兵
吾

先
生
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
十
三
仏
は
天
正
二
十

年

(
一
五
九
二
)
の
造

立
。
像
容
も
美
し
く
、
近
傍
の
人
の
信
仰
を
集
め
て
お
り
、
朝
七
時
ご
ろ

に
は
灯
明
・
お
茶
を
供
え
る
善
男
善
女
の
姿
が
見
か
け
ら
れ
る
。
地
蔵
、

大
師
堂
、
十
三
仏
堂
が
同

一
箇
所
に
杷
ら
れ
る
た
め
、
八
月
二
十
三

・
四

日
の
地
蔵
盆
が
、
滝
木
問
地
区
に
よ
っ
て
盛
大
に
行
わ
れ
て
い
る
。

4 

み

ろ
く

じ

弥
勤
寺
舎
利
吹
観
音
と
十
三
仏

権
現
川
筋
に
あ
っ
て
、

高
野

道
か
ら
七

O
O
M
束
。
延
宝
の

ぜ
ん
し
ん
あ
く

昔

(
一
六
七

0
年
代
)
、

全
身
悪

そ
う療

に
冒
さ
れ
た
音
羽
な
る

一
少

女
。
両
親
・

当
人
の
嘆
き
例
え

ん
方
な
し
。
観
音
堂
に
龍
り
平

癒
を
祈
っ
て
三

・
七
日
。
夢
よ

り
醒
む
れ
ば
悪
癒
癒
え
て
花
の

如
き
顔
立
ち
に
立
ち
直

っ
た
。

尊
像
を
拝
す
る
に
顔
、
胸
に
舎
利
を
現
わ
し
て
、

音
羽
が
悪
磨
に
替
ら
せ

給
ふ
、
と
。
名
付
け
て
舎
利
吹
観
音
と
言
う
。
現
在
、

当
時
本
尊
の
傍
に

安
置
さ
れ
る
が
、
明
治
初
期
ま
で
は
境
内
に

一
宇
の
観
音
堂
が
あ
っ
た
。

当
院
鎮
座
の
十
三
仏
は
逆
修
仏
で
高
さ
二
灯
、
像
容
も
立
派
で
あ
る
。
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5 

住
吉
平
田
神
社

石
段
は
二
二
五
段
、
当
市
で
最

も
多
い
石
段
を
持
ち
、
毎
朝
、
年

配
者
が
清
掃
に
奉
仕
す
る
清
浄
な

神
域
で
あ
る
。
由
緒
記
に
よ
る
と

「
寛
平
・
延
喜
(
九

O
O年
ご
ろ
)

よ
り
、
飯
盛
の
麓
に
鎮
座
し
給
う

も
、
そ
の
往
古
を
知
ら
ず
」
と
。

江
戸
期
の
文
献
で
は
住
吉
大
明

神
、
明
治
十
五
年
南
野
村
誌
に

「
住
吉
平
田
神
社
」
と
記
さ
れ
る
。

在
村
の
平
田
某
と
呼
ぶ
人
が
討
死
、
万
事
に
宜
敷
き
人
柄
ゆ
え
、
平
田
な

る
人
の
御
霊
を
合
杷
し
た
ら
し
い
。
畑
・
中
津
川
・
楠
公
・
雁
屋
・
二
丁

通
の
氏
神
。
昭
和
六
三
年
九
月
、
不
審
火
に
よ
り
神
殿
を
焼
失
し
た
が
、

氏
子
の
浄
財
に
よ
り
再
建
さ
れ
た
。

6 

み
つ
く
え
じ
ん
じ
ゃ

御
机
神
社

九
二
七
年
の
延
喜
式
神
名
帳
に
載
る
古
社
。
記
録
に
よ
れ
ば
、
権
現
川

上
流
の
宮
谷
に
鎮
座
、
の
ち
清
滝
(
城
)
の
堂
山
へ
。
元
禄
年
間
に
当
地
遷

す
さ
の
お
の
み
こ
と

座
。
南
野
地
区
の
瀧
木
問
、
塚
米
、
北
出
の
氏
神
。
主
神
は
、
素
蓋
鳴
尊
。

摂
社
に
水
神
宮
と
弁
財
天
、
石
嗣

く

し

い

な

だ

ひ

め

社
に
天
照
皇
大
神
、
奇
稲
田
姫
を

杷
る
。
昭
和
四
十
三
年
の
明
治
百

周
年
記
念
。
昭
和
六
十
三
年
の
昭

和
大
修
理
で
地
車
道
も
整
備
さ
れ

た
。
素
蓋
鳴
尊
は
天
照
大
神
を
天

の
岩
戸
隠
れ
さ
せ
た
荒
ぶ
る
神
と

や
ま
た
の
お
ろ

し
て
防
疫
の
神
。
出
雲
で
八
岐
大

め
と

蛇
を
退
治
し
て
奇
稲
田
姫
を
衆
り

円
満
な
家
庭
を
営
む
。
家
庭
円
満

の
神
。7 

灼
J

ゅ
λ
ノ

ヒ
巨
固

ま
同

尾び

寺じ
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権
現
川
の

上
流
、
南
野

ム
ラ
の
最
上

域
、
高
爽
地

に
あ
っ
て
山

中
は
紅
葉
の

名
所
。
寺
伝

に
言
う
、
天



か
ん
ば

っ

平
の
昔
に
干
魅
あ
っ
て
里
民
大
い
に
苦
し
む
。
行
基
が
雨
降
ら
せ
給
え
と

は
い
ぜ
ん

法
華
経
を
請
す
れ
ば
大
雨
浦
然
た
り
。
里
民
大
い
に
喜
ぶ
。
雨
後
に
木
の

間
隠
れ
を
見
れ
ば
、
龍
は
三
分
さ
れ
、
頭
と
胴
体
は
大
東
市
龍
聞
に
、
尾

は
当
市
に
落
ち
て
い
る
。
身
を
裂
い
て
里
民
を
救
っ
た
龍
に
感
謝
し
「
龍

の
尾
」
を
寺
宝
と
し
て
杷
っ
て
龍
尾
寺
と
言
う
。
こ
の
龍
王
感
応
伝
説
は

鎌
倉
時
代
で
は
あ
る
ま
い
か
。
平
安
時
代
に
は
「
瀧
尾
寺
」
で
登
場
す
る

古
寺
院
。

8 

権

現

の

滝

高
さ
二

O

M
、
五

M
ほ

ど
急
流
し
て

瀧
壷
を
つ
く

り
、
溢
れ
出

て
一
五
円
以
ほ

ど
を
二
筋
に

流
れ
落
ち
る

滝
。
当
地
は

九
十
九
谷
と
通
称
さ
れ
る
山
獄
重
畳
の
山
々
、
山
の
神
が
仮
に
姿
を
現
し

り
ゅ
う

か
ん
ば
っ

た
滝
と
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
説
で
は
こ
こ
に
住
む
龍
が
、
干
魅

時
に
身
を
裂
い
て
雨
を
降
ら
し
た
と
、
信
仰
者
は
啓
示
を
'
つ
け
た
と
語
り

継
ぐ
。
名
称
が
何
時
起
源
し
た
か
は
不
詳
な
れ
ど
、
千
古
変
わ
ら
ぬ
山
容

と
水
流
、
こ
の
瀧
を
誰
言
う
と
な
く
「
権
現
の
滝
」
と
呼
ん
だ
の
は
、

古

い
と
思
う
。
こ
こ
を
流
れ
下
る
川
を
権
現
川
と
呼
び
、
流
域

二
二

O
町
歩

の
用
水
源
で
あ
っ
た
。

蔀
屋
・
中
野
地
区

9 

鴬

地

蔵

当
市
と
寝
屋
川
市
を
分
け
る
道
筋
の
当
市
側
、
清
滝
街
道
の
起
点
に
所

在
す
る
。
享

保

年

間

末

- 19 

(
一
七

三

0

年
代
)
の
河

内

志

に

は

「
鴬
関
、
堀
溝

村
に
あ
り
」

と

記

さ

れ

る
。
岡
山
村

の
当
地
絵
図
に
は
「
甲
可
荘
岡
山
よ
り
十
町
余
蔀
屋
村
に
、
う
ぐ
い
す
の

塚
あ
り
」
と
記
さ
れ
る
所
か
ら
見
る
と
平
安
時
代
の
当
地
付
近
は
雑
木
が

繁
る
箇
所
で
野
鳥
も
多
く
、
最
も
親
し
ま
れ
る
鴬
に
因
み
、

当
地
付
近
を

~ 



鴬
ノ
関
と
呼
ん
で
、
通
行
人
の
憩
い
の
場
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
当

地
に
杷
ら
れ
る
地
蔵
は
鴬
地
蔵
と
呼
ば
れ
て
双
体
像
、
像
容
も
風
化
し
て

定
か
な
ら
ざ
る
ほ
ど
の
古
地
蔵
で
あ
り
、
古
く
か
ら
地
域
の
人
々
に
親
し

ま
れ
て
い
た
地
蔵
さ
ん
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
ま
で
は
縁
起
書
も
あ
っ
た

ら
し
い
が
、
明
治
の
大
火
で
喪
失
。
鴬
関
と
呼
ば
れ
る
美
し
い
名
前
と
、

古
地
蔵
さ
ん
で
あ
る
所
か
ら
、
蔀
屋
村
の
み
な
ら
ず
、
堀
溝
村
を
含
め
た

界
隈
の
人
々
の
信
仰
を
集
め
て
い
る
。

10 

雁

塔

雁
塔
は
高

さ

一
二

O
拘ン

碑
形
で
正
面

に
「
腐
塔
」
、

側
面
に
施
主

寺
尾
幸
助
、

寛

延

二

年

(
一
七

四

九
)
、
背
面

に
、
腐
塔
由
来
文
一
六
五
文
字
を
刻
す
。
も
と
は
国
道

一
六
三
号
沿
い
の

空
地
に
あ
っ
た
が
拡
幅
工
事
で
、
昭
和
五
十
年
に
消
防
署
前
に
移
っ
た
。

移
す
時
に
、
雁
塔
を
掘
っ
て
い
る
と
、
下
層
か
ら
正
保
二
年

(
一
六
四
五
)

建
の
古
塔
婆
が
発
掘
さ
れ
、
い
ま
両
者
と
も
並
立
し
て
杷
ら
れ
て
い
る
。

文
明
年
間
、

一
猟
師
が
あ
っ
て
雁
を
射
た
ら
雄
雁
で
首
が
な
い
。
五
十

日
ほ
ど
し
て
ま
た

一
羽
の
雁
を
射
ち
落
と
す
と
雌
雁
で
、
羽
交
に
雄
雁
の

首
を
抱
い
て
い
た
と
い
う
。
猟
師
は
夫
婦
愛
に
涙
し
、
猟
師
を
や
め
、
雁

の
霊
を
弔
っ
た
と
い
う
。

11 

大
神
宮
塗
拝
所

当
市
に
見

ら
れ
る
皇
大

神
宮
常
夜
灯

は
、
市
役
所

裏
の
旧
清
滝

20 

う 街

古道

雪に
は沿

台
石
と
も
二

七
O
拘
ン
、
表

面
に
「
大
神
宮
」
、
裏
面
に
「
安
永
七
戊
成
年
十

一
月
吉
辰
日
」
の
刻
字
が

幽
か
に
読
み
と
れ
る
。

一
O
×
四

M
の
細
長
い
境
域
の
片
隅
に

「紀
元
二

五
九
四
年
五
月
、
中
野
青
年
団
建
」
の
国
旗
掲
揚
台
あ
り
、
周
年
(
昭
和

九
年
)
に
社
殿
も
造
ら
れ
た
。
こ
れ
を
修
築
し
た
の
が
昭
和
五
十
年
、
中

野
地
区
住
民
の
浄
財
に
よ
る
も
の
。
在
村
の
ま
ま
伊
勢
神
宮
に
参
拝
の
信



仰
心
持
」
満
す
た
め
、
当
常
夜
灯
は
安
永
七
(
一
七
七
八
)
年
に
建
て
ら
れ

た。
12 

正
法
寺
|
石
造
物

正
法
寺
を
語
る
こ
と
は
四
僚

畷
を
語
る
に
等
し
、
と
言
わ
れ

た
の
は
戦
前
の
大
阪
史
学
会
の

重
鎮
た
る
平
尾
兵
吾
先
生
で
あ

る
。
白
鳳
期
よ
り
戦
国
期
ま
で

清
滝
に
あ
り
、
そ
の
後
、
中
野

に
移
っ
て
法
灯
を
現
在
に
伝
え

る
。
高
さ
一
五

O
拘
ン
の
六
字
名

号
碑
は
天
文
五
年
。
高
さ
一
八

O
拘
ン
の
十
三
仏
は
天
正
一
八
年
。
濯
水
石
槽
は
古
墳
石
棺
、
こ
れ
ら
は
清

滝
旧
正
法
寺
よ
り
の
伝
来
物
。
西
国
巡
礼
碑
は
四
基
、
元
禄
期
か
ら
元
文

期
に
わ
た
る
。
大
峯
山
世
三
度
碑
が
二
基
、
役
行
者
石
像
は
寛
政
元
年
、

下
部
に
一
三
名
の
名
ま
え
を
彫
っ
て
い
る
。
正
法
寺
は
石
仏
の
宝
庫
と
も

壬
一
口
え
よ
う
。

岡

巾
出

I
T
J
 

区

山

13 

大

正

寺
|
聖
観
音
と
党
鐘

大
正
寺
と

ご

お

ん

よ

呉
音
訓
み
、

鎌
倉
期
の
建

立
と
伝
え
ら

れ
る
。
平
安

末
期
の
作
た

る
聖
観
音
は

高
さ
二
ハ

O

拘
ン
の
等
身
大
の
木
像
仏
。
右
手
は
窪
ん
だ
掌
の
上
に
柔
和
な
指
を
広
げ
た

せ

む

い

ん

そ

う

施
無
印
相
、
左
手
は
蓮
華
を
か
ざ
し
、
泥
沼
の
俗
世
間
に
あ
っ
て
も
、
観

音
の
慈
悲
に
よ
っ
て
清
浄
な
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
を
教
え
て
い
る
。

党
鐘
は
音
色
・
形
・
彫
に
よ
っ
て
、
質
が
決
め
ら
れ
る
。
第
二
次
大
戦

中
に
あ
っ
て
も
、
芸
術
品
と
し
て
金
属
供
出
か
ら
除
外
さ
れ
た
。
明
治
初

期
の
当
地
域
の
識
者
は
、
甲
可
(
四
篠
畷
の
旧
名
)
八
景
の

一
と
し
て
「
大

し

ん

し

よ

う

ぼ

ん

の

う

正
寺
の
震
鐘
」
を
あ
げ
る
。
大
晦
日
に
は
百
八
煩
悩
除
去
の
除
夜
の
鐘
で

よ

い

ん

馴
染
ま
れ
、
日
々
は
十
二
時
を
告
げ
る
鐘
の
音
二

一回
、
余
韻
は
長
く
美

し
い
。
宝
永
八
(
一
七

一一

)
年
の
作
。

- 21 



骨

し
の
ぶ
が
お
か
じ
ん
じ
ゃ

日

忍

陵

神

社

お

う

じ

ん

で

ん

の

う

す

さ

の

お

の

み

こ

と

く

に

と

こ

た

ち

の

み

こ

と

く

ま

の

当
社
の
説
明
文
に
は
「
応
神
天
皇
、
素
蓋
鳴
尊
、
国
常
立
尊
、
熊
野

し

ん

ぐ

う

こ

ん

げ

ん

く

ま

の

お

お

が

み

さ

か

の

ぼ

新
宮
権
現
、
熊
野
大
神
を
合
配
す
る
」
と
あ
る
。
忍
陵
神
社
の
往
時
を
遡

れ
ば
、
九
二
七
年
の
延
喜
式
神
名
帳
に
載
る
「
津
枠
神
社
」
、
赤
山
と
称
さ

れ
る
坪
井
地
区
に
鎮
座
し
て
い
た
。

明
治
四
十
四
年
に
砂
の
馬
守
神
社
・
大
将
軍
社
を
合
記
し
て

江
戸
元
禄
期
に
当
地
忍
岡
に
遷
座
、

「
忍
陵
神
社
」

を
称
し
た
。
江
戸
期
地
図
に
は
当
社
付
近
を
「
王
の
墓
」
と
記
し
て
あ
り
、

こ
れ
を
知
っ

て
い
た
古
老

た
ち
は
、
合

忍ぶ雨E
陵2に
神2際
社3し
とて

称
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
。

音
読
み
し
て

「
に
ん
り
ょ

う
神
社
」
と
称
す
る
人
も
あ
る
が
、
現
在
の
正
式
名
称
は
「
し
の
ぶ
が
お

か
神
社
」
と
、
鎮
座
地
の
字
名
た
る
「
忍
岡
」
に
因
ん
だ
名
称
で
呼
ば
れ

て
い
る
。

15 

役

行

者

堂

.... 畠」温"・

、if!?d

山
伏
が
集

ま
り
、
行
者

祭
を
行
う
所

は
忍
岡
の
み

で
あ
る
。
お

そ
ら
く
北
、
河

内
唯

一
で
は

あ

る

ま

い

一 22-

か
。
四
月
七

と

き

ん

日
と
九
月
七
日
の
山
開
き
と
山
閉
め
両
日
二
六
人
ほ
ど
の
山
伏
が
頭
巾
・

袈
裟
・
錫
札
と
独
特
な
衣
装
を
身
に
つ
け
、
法
螺
員
を
吹
き
、
般
若
心
経

を
読
経
し
、
行
者
問
答
を
行
っ
て
護
摩
を
焚
く
行
者
祭
は
、

一
と
し
て
珍

重
な
ら
ざ
る
も
の
は
な
い
。
午
後
二
時
よ
り
五
時
ま
で
三
時
間
、
圧
巻
は

鋭
い
声
の
行
者
問
答
で
あ
る
。
行
者
堂
は
も
と
山
麓
の
赤
山
に
あ
り
、
昭

和
三
十
七
年
に
現
在
地
へ
。
宝
暦
年
間
(
一
七
六

0
年
代
)
に
始
ま
る
と

考
え
ら
れ
る
。



清
滝
・
逢
阪
地
区

16 

ニ
十
三
箇
所
巡
礼
碑

西
国
三
十
三
箇
所
巡
礼
は
室
町
時
代
に
定
着
し
始
め
、
江
戸
初
期
に
、

せ

い

が

ん

と

じ

け

ご

ん

紀
伊
の
那
智
の
青
巌
渡
寺
に
始
ま
り
、

三
十
三
番
の
美
濃
、
華
厳
寺
に
お

わ
る
。
観
音
菩
薩
が
三
十
三
種
に
姿
を
か
え
て
衆
生
済
度
す
る
と
の
伝
説

に
基
づ
く
。
往
時
に
歩
い
て
巡
礼
す
る
と
、
百
日
間
前
後
を
要
し
た
。
達

成
し
た
法
悦
の
記
念
碑
が
巡
礼
碑
で
あ
る
。

当
市
に
は
各
寺
院
ご
と
に
見
出
さ
れ
る
が
、
当
地
の
四
基
が
最
も
古

い
。
元
禄
二
年
(
一
六
八
九
)
を
最
古
に
享
保
三
、
享
保
十
年
二
基
が
並

く

の

お

ぶ
。
清
滝
村
栗
尾
、
畷
中
附
近
の
安
藤
文
具
庖
下
の
道
を
南
へ

二
O
M
。

水
田
が
開
け
る
中
に
見
出
さ
れ
る
。

17 

国

中

神

社

当
市
に
三
式
内
社
あ
り
。
一

0
0
0年
以
上
も
鎮
座
地
を
変
え
な
い
の

お
お
が
み

は
当
社
の
み
。
昔
は
ク
ナ
力
、
今
は
ク
ニ
ナ
カ
と
読
む
。
清
滝
大
上
山
に

あ
っ
て
高
爽
。
江
戸
期
文
書
に
は
「
天
神
宮
、
大
蛇
宮
」
と
も
記
さ
れ
て
、

天
の
神
・
龍
神
と
解
し
て
雨
の
神
。
菅
原
道
真
は
天
満
大
自
在
天
神
の
称

号
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
道
真
を
杷
っ
て
学
問
の
神
と
も
な
る
。
生
ま
れ
た

日
は
承
和
十
二

(
八
四
五
・
乙
丑
)
年
六
月
二
十
五
日
、
新
暦
に
改
ま
っ

巡礼碑

- 23 
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国 中 神 社

て
七
月
二
十
五
日
が
例
祭
、
生
ま
れ
た
年
と
天
満
大
自
在
天
神
の
称
号
を

な
で
う
し

も
ら
っ
た
の
が
丑
年
だ
っ
た
か
ら
、
撫
牛
が
奉
納
さ
れ
る
。

18 

清

滝

漂

布

国
道
一
六
三
号
沿
い
、
清
滝
池
(
新
池
)
の
東
よ
り
南
へ
入
る
小
道
あ

り
。
入
口
に
大
師
堂
が
建
ち
、
渓
流
に
沿
っ
て
五

O
O
M
で
目
的
地
に
着

く
。
一
五

M
ほ
ど
の
滝
あ
っ
て
修
業
の
場
と
な
る
。
人
に
は
生
業
上
に
運

不
運
あ
り
、
身
体
上
に
病
魔
の
憂
あ
り
。
こ
れ
が
克
服
に
滝
に
打
た
れ
て

一
心
不
乱
、
突
如
と
し
て
神
の
啓
示
を
受
け
て
、
光
明
を
見
出
す
。
そ
の

光
明
神
の
名
称
を
、
石
碑
に
刻
し
て
神
酒
を
捧
げ
、
シ
メ
ナ
ワ
を
張
っ
て



19 

清
滝
天
満
宮

霊
場
と
な
す
。

清
い
滝
な
る
ゆ

え
に
清
滝
と
称

し
、
附
近
の
地

名
と
な
り
、
大

き
く
発
展
し
て

大

字

名

と

も

な
っ
た
。

由
緒
書
き
も
あ
っ
て
、
戦
国
期

の
建
立
で
あ
ろ
う
か
。
読
み
行
く

と
田
中
某
の
氏
名
が
見
出
さ
れ
、

家
宝
と
し
て
道
真
像
を
杷
っ
た
も

の
と
考
え
る
。
明
治
四
年
ご
ろ
、

国
中
神
社
に
合
記
さ
れ
る
が
、

「
帰
り
た
い
帰
り
た
い
」
の
御
告

げ
あ
っ
て
、
明
治
二
十
年
頃
に
再

び
帰
座
す
る
。
旧
府
道
(
現
国
道

一
六
三
号
)
が
出
来
た
時
、
田
中

家
は
道
路
沿
い
の
現
在
地
に
移
転

し
、
同
家
の
庭
に
立
派
な
嗣
堂
を
建
て
て
杷
っ
た
。
現
在
は
、
傍
に

「清

瀧
天
満
宮
」
の
石
碑
も
建
っ
て
、
お
詣
り
も
容
易
に
な
っ
た
。

20 

逢
阪
の
役
行
者

っ

そ

う

か

ず

ら

国
道

一
六
三
号
を
登
り
上
っ
た
所
、
欝
蒼
と
茂
る
葛
あ
り
。
そ
の
中
に

三
が
大
の
巨
石
が
双
立
す
。
そ
の
聞
に
杷
ら
れ
る
の
が
高
さ
七

O
拘
ン
ほ
ど

の
行
者
石
像
。
当
地
の
上
は
も
と
墓
地
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
、
域
内
に

は
墓
石
・
地
蔵
・
西
国
三
十
三
所

巡
礼
碑
が
建
つ
。
九
月
七
日
に
は

ム
ラ
人
は
供
花
供
養
し
、
半
日
を

休
む
と
言
う
。
当
地
の
葛
の
枝
葉

を
折
る
と
崇
り
あ
り
と
の
伝
説

あ
っ
て
、
真
昼
と
は
い
え
、
薄
暗

い
。
位
置
は
龍
王
川
沿
い
に
あ

り
、
河
川
に
よ
り
削
ら
れ
て
敷
地

が
開
け
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か

24 

かし

矢口何
る 年
体長前
は lこ
な巨
い石

O が

露
出
し
た
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小

松

寺

跡

現
在
の
四
条
畷
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
地
内
。
昭
和
四
十
年
の
造
成

中
、
柱
跡
石
、
軒
丸
瓦
・
平
瓦
な

ど
多
数
出
土
、
往
時
の
小
松
寺
跡

と
伝
え
ら
れ
る
。
「
小
松
寺
縁
起
」

は
続
群
書
類
従
に
記
載
し
あ
り
、

平
安
時
代
の
堂
宇
再
建
に
当
た
っ

て
は
、
近
郊
農
村
た
る
田
原
・
大

坂
・
甲
可
・
星
田
の
荘
官
級
有
力

農
民
五
十
八
人
が
九
十
九
貫
文
と

米
十
石
を
寄
進
す
る
。
四
僚
畷
合

戦
に
戦
死
し
た
和
田
賢
秀
の
菩
堤

墓
も
発
見
さ
れ
た
。
寺
院
は
戦
国
期
に
は
荒
廃
、
清
滝
城
と
呼
ば
れ
て
土

豪
の
拠
る
所
と
な
る
。
ゴ
ル
フ
場
は
北
部
は
交
野
、
南
部
は
当
市
の
境
界

地
点
に
位
置
す
る
。

22 

法
元
寺
|
つ
ど
い
合
う
仏
像

下
田
原
唯

一
の
寺
院
で
真
言

。
。

宗
。
大
日
如
来
の
真
実
の
言
の
意

か
ら
、
真
言
宗
と
呼
ば
れ
る
。
大

日
如
来
は
太
陽
神
崇
拝
か
ら
考
え

出
さ
れ
た
仏
で
釈
迦
の
本
身
と
も

い
わ
れ
る
。
高
さ
二
尺
五
寸
の
本

尊
仏
の
右
側
に
宗
祖
弘
法
大
師
、

左
側
に
舟
型
光
背
付
き
聖
観
音
、

不
動
明
王
が
杷
ら
れ
る
。
こ
れ
が

法
元
寺
固
有
の
本
尊
と
諸
仏
で
あ

る
が
、
他
に
田
原
地
区
に
江
戸
期
ま
で
存
在
し
た
上
・
下
田
原
地
区
の
三

真
言
宗
寺
院
仏
を
本
堂
内
に
安
置
す
る
。
明
治
初
期
田
原
小
学
開
校
の
寺

院
と
し
て
文
教
の
府
で
も
あ
っ
た
。
耳
病
治
癒
の
境
域
内
地
蔵
も
著
名
。

住
民
に
密
着
し
た
寺
院
と
し
て
発
展
し
て
現
在
に
至
る
。

¥、、
i
!
!

- 25 
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照
涌
墓
地
|
両
墓
制

」普
と及
はも
確加
実わ
でつ
あ て
ろ、

う埋
O 葬

ヨ~
6日

り

票 国 司...= 1墓者に供地ごい
《 自 a・・.ノ陀 4 ・をあ養でろ隣と下
子 I .圃圃圃・hし凶 詣「る ま 、まり 、田
る E 司-盟国7 1 り埋石で遺であ遺原
単 聞圃.. .:. 酒圃凪 温圃皿 咽 墓め塔御体のつ体地

正伝寺薬師如来像 」墓墓詣を 「 て埋区
制 と凡でり埋埋い葬の
へて墓現両各え肉の呼 菩し葬める墓照
移お」在墓地方は死ぶ後提、し墓 O と涌
行りも 制 に か 別 霊 O 者をそて」昭石墓
じ、整はで見らだ観日を弔の七は和塔地
て火地アあら、とで本「う後・草五菩を
行葬さ埋るれ全のは古 建 O は七走十提訪
くのれめ O る国考 霊 来ち前隣日定年墓ね

一枚石五輪塔照涌墓地

24 

正
伝
寺
l

薬
師
如
来

薬
師
如
来
信
仰
の
厚
き
所
、
そ
こ
は
地
高
く
、
空
気
清
く
、
近
く
に
薬

草
多
し
と
言
わ
れ
る
。
標
高

一
七

O
M
の
上
田
原
の
融
通
念
仏
宗
正
伝
寺

境
域
内

二
至
に
杷
ら
れ
る
。
当
薬
師
さ
ん
は

一
木
造
り
で
高
さ
は
二

M
、

右
手
を
ふ
J

腕
航
、
左
手
に
薬
壷
を
の
せ
て
蓮
華
座
の
上
に
立
ち
、
両
脇
に

日
光
・
月
光
両
菩
薩
を
配
す
る
。
写
実
性
と
剛
健
さ
に
富
み
、
人
間
味
に

あ
ふ
れ
る
鎌
倉
仏
で
あ
る
。
七
月
八
日
を
薬
師
さ
ん
の
縁
日
と
定
め
、
上

さ

み
ず

田
原
の
森
山
・
佐
水
地
区
の
三
十
余
の
人
た
ち
が
夜
九
時
か
ら
集
ま
る
。

和
田
住
職
の
読
経
に
合
掌
し
、
無
事
を
祈
り
法
悦
の
御
酒
を
頂
い
て
帰
路

に
つ
く
。

26 -

25 

住

吉

神

社

上
・
下
田
原
ム
ラ
の
立
会
氏
神
社
で
、
傍
に
神
宮
寺
が
存
在
し
た
。
永

禄
年
間
の
六
字
名
号
板
碑
、
元
和
八
年
の
十
三
仏
が
あ
る
こ
と
か
ら
考
え

て
、
西
田
原
村
を
称
し
た
戦
国

・
江
戸
当
初
の
建
立
で
は
あ
る
ま
い
か
。

境
内
に
府
史
跡
指
定
の
石
風
巴
あ
り
、
浄
身
用
の
石
槽
と
言
わ
れ
る
。
長

さ

一
六

O
拘
ン
・
横
幅
は
九
九
拘
ン
・

高
さ
七

O
拘
ン
ほ
ど
の
巨
石
を
、
縁
取
り

一
四
拘
ン
ほ
ど
を
残
し
、
深
さ
五
七
拘
ン
に
割
り
掘
り
し
た
も
の
。
現
在
は
神

社
内
に
保
存
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
前
を
考
え
る
と
、
ど
こ
に
存
し
た

も
の
か
。
七

O
O年
の
歳
月
に
耐
え
た
石
槽
と
し
て
感
銘
さ
せ
ら
れ
る
。



乙6

月
泉
寺
と
墓
地

人
呼
ん
で
月
泉
寺
墓
地
と
呼
ぶ
五
輪
塔
三
基
が
建
つ
所
が
あ
る
。
上
田

あ
ぜ

原
の
集
落
は
ず
れ
の
畦
道
を
山
中
へ
。
古
堤
街
道
よ
り
三
O
O
M
ほ
ど
だ

ろ
う
か
。
五
輪
塔
の
建
つ
礎
石
は
、
全
て
塔
地
輪
の
四
角
石
五
十
程
を
積

み
重
ね
た
も
の
。
こ
れ
だ
け
の
礎
石
を
持
つ
五
輪
塔
の
林
立
を
思
う
時
、

戦
国
時
代
の
当
地
支
配
者
・
田
原
対
馬
守
の
墓
地
と
語
り
伝
え
る
の
も
無

理
は
な
い
。
田
原
対
馬
守
の
位
牌
は
月
泉
寺
に
杷
ら
れ
る
。
月
泉
寺
は
明

治
十

一
年
に
寝
屋
川
よ
り
移
転
し
て
来
た
禅
宗
寺
で
、
そ
の
前
身
は
千
光

寺
と
呼
ぶ
真
言
宗
寺
院
で
あ
っ
た
。
古
く
は
千
光
寺
墓
地
と
呼
ん
で
い
た

も
の
で
あ
ろ
う
。

住吉 神社

月泉寺墓地

27 

田

原

城

祉

田
原
城
跡
を
明
記
す
る
の
は
天
保
十
五
年

(
一
八
四
四
)
上
田
原
村
明

細
帳
(
現
在
の
市
勢
要
覧
に
相
当
)
。
「
古
城
跡
、

字
城
山
、
壱
ヶ
所
。
但

し
、
凡
そ
弐
百
年
以
前
の
永
禄
の
頃
、
当
地
守
護
田
原
対
馬
守
様
御
城
跡

と
申
伝
候
」
と
あ
っ
て
、
現
在
の
「
八
ノ
坪
」
の
山
頂
を
言
う
。
土
地
の

人
は
「
住
吉
さ
ん
の
山
」
と
呼
ぶ
。
地
籍
図
字
名
は
「
土
居
の
内
」
、
土
居

の
内
と
は
城
跡
を
意
味
す
る
。
周
囲
を
天
野
川
上
流
に
囲
縫
さ
れ
、
標
高

一
五
O
M
の
水
田
か
ら
三
O
M
筆

立
す
る
。
門
口
、

三
の
門
、
隠
井
戸
、

本
丸
の
城
郭
名
を
今
に
残
す
典
型
的
な
丘
城
と
言
え
よ
う
。

- 27 
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28 .. 

道

当
市
の
主
要
街
道
は
東
西
に
清
滝
街
道
、
南
北
に
東
高
野
街
道
、
河
内

街
道
が
交
錯
し
、
他
に
家
並
み
を
繋
ぐ
小
道
と
、
寝
屋
川
水
運
へ
の
里
道

が
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
道
標
を
持
つ
の
は
清
滝
街
道
に
多
い
。
山
系
の

た
め
で
あ
ろ
う
。

清
滝
街
道
西
部
低
地
か
ら
逢
阪
を
経
て
、
田
原
・
大
和
へ
の
道
。

①
起
点
の
蔀
屋
の
自
然
石
道
標
・
:
池
村
酒
屋
前
に
「
や
ハ
た
み
ち
す

じ
。
こ
れ
よ
り
東
清
滝
越
」
。
裏
面
に
「
延
宝
三
乙
卯
年
七
月
五
日
(
一ムハ

七
五
)
」
と
あ
っ
て
、
江
戸
前
期
に
遡
る
最
古
の
道
標
。

清滝街道道標①

清滝街道 道標②

②
東
高
野
街
道
交
差
点
:
・
高
さ

一
三

O
拘
ン
角
柱
に
「
右
清
滝
街
道
、
す

ぐ
東
高
野
街
道
」
。
隣
る
石
碑
型
道
標
に
は
「
右
い
せ
な
ら
、
南
か
う
や
」

と
、
石
碑
型
道
標
が
古
い
。
こ
れ
は
清
滝
街
道
が
、
伊
勢
・
奈
良
へ
と
通

じ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。

③
清
滝
街
道
は
清
滝
川
に
沿
う
。
上
清
滝
で
、
直
接
に
清
滝
峠
へ
の
道

と
、
逢
坂
ム
ラ
の
家
並
を
通
る
よ
う
に
ム
ラ
の
北
側
を
廻
る
道
と
に
二
分

さ
れ
て
い
た
。
こ
の
分
岐
点
に
「
右
い
が
・
い
せ
・
な
ら
。
左
お
お
さ
か

越
え
」
の
自
然
石
道
標
が
建
つ
。
国
道

一
六
三
号
改
修
工
事
に
と
も
な
い
、

こ
の
道
標
は
現

一
六
三
号
沿
い
の
旧
家
の
庭
に
、
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い

る。

道標⑤

④
逢
坂
・
清
滝
峠
よ
り
田
原
へ
移

ら
ん
と
す
る
所
に
、
地
蔵
道
し
る
べ

が
立
つ
。
右
側
に
「
東
な
ら
・
西
大

坂
・
道
下
か
た
の
え
」
の
交
通
安
全

祈
願
の
道
標
が
建
っ
て
い
る
。

⑤
田
原
へ
く
だ
り
、
戒
川
沿
い
に

珍
し
い
墓
塔
型
の
道
標
が
あ
っ
て
、

中
央
に
「
右
な
ら
郡
山
・
左
や
ま
し

ろ
道
」
、
右
側
に
「
弘
化
二
歳
巳
七
月

上
涜
(
上
旬
)
」
左
側
に
「
家
紋
・
西

川
大
吉
」
、
台
石
に
「
油
若
中
」
と
刻

- 28 
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さ
れ
そ
い
る
。
弟
子
の
若
中
が
、
故
西
川
大
吉
の
善
行
碑
と
し
て
建
立
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

東
高
野
街
道
京
都
と
高
野
山
を
結
ぶ
古
道
四
尺
幅
の
大
き
な
道
で

あ
っ
た
た
め
か
、
道
標
ら
し
き
も
の
は
、
清
滝
街
道
と
の
交
差
点
、
前
項

の
②
の
箇
所
に
見
ら
れ
る
の
み
、
曲
折
す
る
道
を
直
線
道
路
に
直
し
た
の

は
昭
和
二
年
で
あ
っ
た
。

河
内
街
道

枚
方
道
と
も
呼
び
、
寝
屋
川
市
か
ら
讃
良
川
を
越
え
、
砂

村
に
入
ら
ん
と
す
る
所
に
、

①
高
さ
一
五

O
拘
ン
の
角
柱
が
あ
っ
て
「
正
面
に
、
右
北
河
内
街
道
堀
溝

浜
、
西
側
に
河
内
街
道
枚
方
道
」
、
記
年
は
な
い
が
明
治
三

0
年
代
の
物
で

あ
ろ
う
。

②
「
左
河
内
街
道
」
の
高
さ
二

O
品
川
ン
の
角
柱
碑
が
妙
法
寺
前
に
建
つ
。

道
は
砂
か
ら
、
現
在
の
畷
高
前
を
通
っ
て
、
津
之
辺
の
老
人
ホ

l
ム
前
か

道標河内街道

ら
住
道
へ
と
向
か
っ
て
い
た
。

八
丁
堤
道
岡
山
・
砂
ム
ラ
と
堀
溝
浜
を
結
ぶ
里
道
を
呼
ぶ
。
寝
屋
川

市
と
界
す
る
岡
部
川
堤
に
「
右
八
幡
宮
道
、
左
大
坂
道
、
弘
化
四
丁
未
年

九
月
上
旬
。
大
峯
山
上
三
拾
三
度
先
達
基
口
口
」
の
高
さ

二

O
升
ン
の
道

標
あ
り
、
大
峯
山
修
行
三
十
三
回
を
な
し
と
げ
た
喜
び
を
語
り
か
け
る
よ

う
に
立
っ
て
い
る
。

古
堤
街
道
田
原
か
ら
大
東
市
龍
聞
を
経
て
、
中
垣
内
を
結
ぶ
大
和
街

道
で
あ
る
。
田
原
住
吉
神
社
と
府
県
道
境
界
碑
の
所
に

一
三

O
品
川
ン
の
角
柱

碑
が
あ
っ
て
「
古
堤
街
道
、
明
治
三
十
九
年
五
月
建
立
大
阪
府
」
の
道
標

が
立
つ
。
こ
れ
は
修
築
記
念
の
碑
で
あ
る
。
当
市
の
道
標
は
以
上
の
九
点
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の
み
で
あ
る
。
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骨

四

四
篠
畷
神
社
|
創
建
と
そ
の
後わ

か
木
の
楠
の
か

ほ
ま
れ
や
人
に
語
る
ら
ん
」
と
、
戦
前
の
人
々
に
愛
唱
さ
れ

た
「
四
僚
畷
」
が
作
詞
さ
れ
た
の
は
明
治
二
十
九
年
五
月
、
四
僚
畷
神
社

鎮
座
後
、
六
年
を
経
た
時
で
あ
っ
た
。

神
社
の
母
胎
と
な
る
の
は
、
雁
屋
の
「
楠
塚
」
、
こ
の
四
二
坪
ほ
ど
の
墓

域
が
一
町
歩
(
三

0
0
0坪
)

へ
と
拡
張
さ
れ
、
巨
石
碑
が
建

立
さ
れ
た
の
は
明
治
十

一
年
一

月
五
日
。
こ
の
小
楠
公
墓
所
に

神
社
建
設
の
議
が
起
っ
た
が
、

平
地
で
は
景
観
よ
ろ
し
か
ら
ず

と
し
て
、
墓
地
の
真
東

一
O
O

O
Mの
飯
盛
山
麓
に
神
社
建
立

の
議
が
進
ん
だ
。
大
阪
府
知
事

西
村
捨
三
が
上
京
、
内
務
省
へ

ぐ
わ
し
さ

「
今
も
雲
居
に
声
す
る
は
四
燦
畷
の
ほ
と
と
ぎ
す

上
申
書
を
提
出
し
た
の
は
明
治

二
二
年
六
月
、
同
月
に
は
「
内

務
省
指
令
甲
第

一
五
五
号
神
社
創
立
特
許
」
が
下
達
さ
れ
て
い
る
。

「
小
楠
公
社
創
立
規
約
」
を
定
め
、
事
務
長
・
幹
事
・
委
員
を
任
命
し

た
。
委
員
任
命
証
を
見
る
と
、
「
小
楠
公
神
社
建
設
幹
事
ヲ
嘱
託
ス
。
明
治

廿
二
年
七
月
廿
三
日
」
と
あ
る
通
り
、
小
楠
公
神
社
名
称
の
も
と
に
出
発

し
、
工
事
半
ば
よ
り
四
篠
畷
神
社
と
改
称
さ
れ
、
十
二
月
十
六
日
に
、
別

格
官
幣
社
に
列
せ
ら
れ
た
。

別
格
官
幣
社
と
は
官
・
国
幣
社
の

一
つ
で
あ
っ
て
、
政
府
は
明
治
四
年

に
歴
代
皇
室
の
尊
崇
顕
著
だ
っ
た
神
社
を
官
幣
社
、
地
方
崇
敬
の
中
心
た

る
神
社
を
国
幣
社
と
し
、
明
治
五
年
に
は
更
に
、
国
家
に
功
労
顕
著
な
人

を
杷
っ
た
別
格
官
幣
社
を
設
け
た
。
戦
前
の
官
幣
社
は
九
三
、
国
幣
社
は

一
O
四
、
別
格
官
幣
社
は
二
八
。
こ
れ
を
官
社
と
総
称
し
、
国
家
的
支
援

を
う
け
た
。
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こ
の
四
篠
畷
神
社
の
存
在
は
、
当
地
甲
可
村
に
大
き
な
変
化
を
与
え

た
。
明
治
二
十
八
年
の
四
篠
畷
駅
、
明
治
三
十
六
年
の
府
立
四
候
畷
中
学

校
、
大
正
十
四
年
の
四
篠
畷
警
察
署
、
大
正
十
五
年
の
四
僚
畷
高
等
女
学

校
。
界
隈
の
官
公
庁
が
「
四
僚
畷
」
を
冠
し
た
時
、
神
社
所
在
の
甲
可
村

の
村
名
改
称
に
及
び
、
昭
和
七
年
四
月
よ
り
四
僚
畷
村
を
称
し
た
。



戦
後
は
国
家
的
援
助
が
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
標
高
七
十
討
の
高
爽
の

地
、
春
の
桜
見
物
な
ど
風
向
明
娼
な
田
蹟
と
な
り
、
大
晦
日
か
ら
年
始
の

賑
わ
い
は
、
市
民
の
聖
域
と
し
て
蘇
っ
た
。
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骨

五、

府
指
定
文
化
財

大
阪
府
が
貴
重
な
文
化
財
と
し
て
指
定
し
て
い
る
も
の

忍
岡
古
墳
(
史
跡
)

岡
山
地
区
の

忍
陵
神
社
境
内

に
所
在
す
る
古

墳

時

代

前

期

(
西
暦
三

O
一

年

四
の O
築 O
造年

ご
ろ
)

と
推
定
さ
れ
て

い
る
前
方
後
円
墳
で
す
。

し
の
ぶ
が
お
か

現
在
、
忍
陵
神
社
本
殿
の
建
っ
て
い
る
場
所
が
、
後
円
部
の
墳
頂
部

分
で
、
後
円
部
の
直
径
約
四
五

M
、
高
さ
約
六
一
日
、
前
方
部
は
神
社
北
側

に
隣
接
し
て
い
る
大
正
寺
の
鐘
楼
附
近
ま
で
及
ん
で
い
た
と
推
測
さ
れ
る

全
長
約
八

O
M
の
古
墳
で
す
。

こ
の
古
墳
は
、
昭
和
九
年
の
第
一
室
戸
台
風
で
倒
壊
し
た
神
社
本
殿
再

建
時
に
偶
然
「
竪
穴
式
石
室
」
が
発
見
さ
れ
、
調
査
の
結
果
確
認
さ
れ
た

も
の
で
す
。
石
室
内
部
は
、
発
見
以
前
に
盗
掘
さ
れ
て
い
た
た
め
、
石
製

く
し
ろ

く

わ

が

た

と

う

す

品
(
釧
・
鍬
形
石
|
い
ず
れ
も
装
身
具
)
や
鉄
製
品
(
剣
・
斧
・
万
子
)

等
の
破
片
だ
け
で
、
築
造
さ
れ
た
当
時
の
様
子
や
、
葬
ら
れ
た
人
に
つ
い

て
の
資
料
と
な
る
も
の
は
有
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
石
室
は
、
地
許
自
治
会
の
協
力
で
覆
屋
が
作
ら
れ
て
、
立
派
に
保

存
さ
れ
て
い
ま
す
。
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2

伝
和
田
賢
秀
墓
(
史
跡
)

南
野
地
区
の
塚
脇
バ
ス
停
前

に
あ
り
、
楠
木
正
行
と
と
も
に

四
篠
畷
の
戦
で
討
死
し
た
南
北

朝
時
代
の
武
将
和
田
賢
秀
の
墓

で
、
和
田
賢
秀
は
ま
た
和
田
源

秀
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

天
保
二
年
(
一
八
三
一
)
に

建
て
ら
れ
た
「
和
田
源
秀
戦
死

墓
」
裏
面
に
「
昔
と
へ
ば
、
す

す
き
尾
花
の
、
あ
ら
し
吹
く
」

と
刻
さ
れ
た
碑
が
現
存
し
て
い

ま
す
。

は
が
み

ま
た
、
昔
か
ら
「
歯
神
さ
ん
」
と
し
て
、
歯
痛
を
治
す
神
様
と
し
て
信

仰
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

3 

伝
楠
木
正
行
墓
(
史
跡
)

雁
屋
地
区

に
あ
る
南
北

朝
時
代
の
武

将
楠
木
正
行

の
墓
で
、
楠

木
正
行
が
四

篠
畷
で
戦
死

後
、
最
初
の

供
養
碑
が
建

て
ら
れ
た
の
は
正
長
二
年

(
一
四
二
九
)
で
し
た
。
そ
の
時
左
右
に
植
え

た
二
本
の
く
す
の
木
が
成
長
す
る
に
つ
れ
て

一
本
に
な
り
碑
を
包
込
ん
だ

と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
後
天
正
十
二
年
(
一
五
八
四
)
に
建
て
ら
れ
た

小
碑
と
文
化
六
年
(
一
八
O
九
)
に
建
て
ら
れ
た
碑
が
現
存
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
墓
域
が
地
許
有
志
に
よ
っ
て
現
在
の
広
さ
に
拡
張
さ
れ
た
の
は

明
治
八
年
(
一
八
七
五
)
で
、
墓
域
に
ふ
さ
わ
し
い
巨
大
石
碑
(
一.

五

M
角
、
高
さ
四
.
八

M
、
台
座
を
含
め
た
高
さ
は
七
.
五
れ
)
は
、
隣
接

す
る
大
東
市
竜
聞
の
山
中
か
ら
切
断
に
五
か
月
、
運
搬
に

一
年
五
か
月
を

要
し
た
自
然
石
で
、
明
治
十

一
年

(
一
八
七
八
)
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

碑
の
文
字
は
明
治
政
府
高
官
、
大
久
保
利
道
の
揮
竃
で
す
。
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4
?
逢
阪
の
五
輪
塔
(
有
形
文
化
財
)

逢
阪
地
区

の
、
市
道
逢

阪
生
駒
口
線

沿
い
に
建
つ

て
い
る
盆
日

は
現
在
地
よ

り
西
に
建
つ

て

い

ま

し

た
)
高
さ

一
、

八
れ
の
、
花
園
岩
で
造
ら
れ
た
五
輪
塔
で
す
。
五
輪
塔
は
、
密
教
に
お
い

て
創
始
さ
れ
た
供
養
塔
で
、
上
か
ら
空
・
風
・
火
・
水
・
地
を
表
す
五
輪

の
姿
を
と
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
五
輪
塔
の
地
輪
に
延
元
元
年
(
一
三
三
六
)
の
年
号
が
刻
さ
れ
て

お
り
塔
の
も
つ
歴
史
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

5 

住
吉
神
社
の
石
槽
(
有
形
文
化
財
)上

田
原
地
区
の
住
吉
神
社
境
内

に
あ
り
鎌
倉
時
代
に
、
浄
身
用
と

し
て
造
ら
れ
た
石
製
の
浴
槽
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
長
さ
約

一
、
六

M
、
幅
約

一
M
、
高
さ
約

O
、
七

日
以
の
花
山岡
岩
に
、
長
さ
約

二

三

四
れ
幅
約

O
、
七
七
日
日
深
さ
約

O
、
六

M
の
だ
円
形
に
彫
り
く
ぼ

め
ら
れ
、
底
に

一
か
所
小
さ
な
穴

を
あ
け
て
、
水
抜
き
用
に
し
て
あ

り
ま
す
。
湯
は
、
別
に
わ
か
し
て

入
れ
た
も
の
で
、
同
型
の
石
槽
は
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大
阪
市
の
四
天
王
寺
に
も
あ
り
、
珍
し
い
石
造
遺
物
で
す
。



6

楠
木
正
行
墓
の
く
す
(
天
然
記
念
物
)

雁
屋
地
区

の
楠
木
正
行

でく・墓
、す.地

正 一 に
長 りあ
二 木る

年

(

一
四
二

九
)
に
楠
木

正
行
の
供
養

碑
が
建
て
ら

れ
た
時
、
そ
の
両
側
に
植
え
た
く
す
の
木
が
成
長
す
る
に
つ
れ
て
、
碑
を

包
込
む
よ
う
に

一
本
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

樹
令
五
六

O
年
と
も
い
わ
れ
、
幹
廻
り

一
二
れ
枝
張
り
径
四

O
M
を
超

え
る
大
木
で
す
。
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場偽

あ

カま

き

と

教
育
長
室
に
は
三
十
号
の
古
代
正
法
寺
の
復
元
図
を
か
か
げ
て
お
り
ま

す
が
、
こ
の
絵
は
か
つ
て
の
発
掘
調
査
の
結
果
を
も
と
に
し
て
、
二
二
五

O
年
前
の
創
建
時
の
姿
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
す
。
飯
盛
、
清
滝
の
山
々

を
背
景
に
、
南
大
門
・
中
門
・
東
西
の
塔
・
金
堂
・
講
堂
と
、
み
ど
り
の

中
に
た
ち
な
ら
び
、
壮
麗
な
姿
を
み
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
絵
を
描
い
て
下
さ
っ
た
片
山
長
三
先
生
は
、
昭
和
二
十
五
年
に
本

市
の
岡
山
新
池
北
の
台
地
で
、
縄
文
時
代
の
遺
跡
を
発
見
さ
れ
て
い
ま

す
。
昭
和
四
十
年
以
降
は
開
発
に
伴
う
遺
跡
の
調
査
が
次
々
と
行
わ
れ
、

原
始
時
代
か
ら
近
世
に
至
る
ま
で
の
数
多
く
の
遺
跡
・
遺
物
の
発
見
が
あ

灼
ノ
土
品
、
し
ゃ
ん
。

こ
の
た
び
こ
れ
ら
の
歴
史
遺
産
を
ひ
ろ
く
市
民
の
皆
さ
ん
方
に
知
っ
て

い
た
だ
き
、
ひ
い
て
は
郷
土
愛
へ
と
た
か
め
て
い
た
だ
く
事
が
で
き
た
ら

と
の
思
い
で
、
簡
潔
な
解
説
と
写
真
で
紹
介
を
い
た
し
ま
し
た
。

本
文
中
の
三
、
残
さ
れ
て
い
る
歴
史
の
あ
と
、
四
、
四
候
畷
神
社
創

建
と
そ
の
後
ー
は
山
口
博
先
生
に
執
筆
を
わ
ず
ら
わ
し
、
遺
跡
の
あ
ら
ま

し
一
、
二
と
五
、
府
指
定
文
化
財
の
稿
は
歴
史
民
俗
資
料
館
長
の
上
本
真

巳
氏
が
担
当
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
題
字
は
、
畷
古
文
化
研
究
保
存
会
田

伏
貞
三
氏
に
執
筆
し
て
頂
き
ま
し
た
。

市
内
の
主
な
遺
構
に
つ
き
ま
し
て
は
、
か
つ
て
畷
古
文
化
研
究
保
存
会

が
現
地
に
石
標
を
建
て
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
書
と
と
も
に

「
四
候
畷
の
史
跡
あ
ん
な
い
」
を
発
行
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
共
に
ご
利
用

い
た
だ
き
ま
す
れ
ば
幸
で
す
。

教

育

長

棲

井

敬

夫
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史跡・文化財所在図
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